




 

 

 

 

未来への扉をひらこう。 

ＯＰＥＮ ＴＯＭＯＲＲＯＷ 
 

 

 

 

私たちが暮らす福井県は、豊かな自然に恵まれ、千年を超える歴史や文化の厚み、

家族や地域社会のつながり、優れた子育て・教育環境、充実した産業・雇用、そして

勤勉な人材力が受け継がれており、「幸福度日本一」と評価されています。 

 

さらに、北陸新幹線の福井・敦賀開業など、高速交通ネットワークの整備が進むこ

とにより、日本海国土軸の中心に位置する本県の地理的な優位性がさらに向上します。

福井県は今、県勢を大きく飛躍させる１００年に一度のチャンスを迎えています。 

 

一方で、国内では人口減少や高齢化が進み、世界規模では地球温暖化やグローバル

化に伴う格差の拡大など、多くの困難に直面しています。こうした課題を乗り越え、

「持続可能な明るい未来」を描いていくことが必要です。 

 

今こそ、長期的な展望に立ち、未来志向で県政を進めていくときです。 

 

福井県のさらなる発展を目指して、２０４０年を目標とする「福井県長期ビジョン」

を策定しました。「みんなで描こう『福井の未来地図』」をコンセプトに、５千人を超

える県民のみなさんにご参加いただき、つくり上げたこのビジョンは、これから私た

ちが歩んでいく“道しるべ”となります。 

  

 新しい時代にあたり、最も大切なことは「チャレンジ」です。 

県民のみなさんが主役です。みなさん一人ひとりの夢を実現するためのチャレンジ

が、ワクワクドキドキの「ふくいの未来」をつくります。 

 

 ふくいの明るい未来に向かって、ご一緒に歩んでいきましょう。 

 

 

令和２年７月 

福井県知事  杉 本 達 治 
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１ 策定の趣旨と構成                     

 

〔策定の趣旨〕 

わが国は本格的な人口減少・超高齢化社会に突入し、世界的には経済社会のさらな

るグローバル化や地球温暖化が進行するなど、時代の大きな転換期を迎えています。 

その中で福井県は、２０４０年に人口が６４.７万人に減少すると推計（国立社会保

障・人口問題研究所推計）される一方、同時期までには北陸新幹線やリニア中央新幹

線の全線開業など、立地条件が飛躍的に向上していると考えられます。 

高速交通体系の完成を最大限に活かしながら、人口減少はもとより、長寿命化、技

術革新など今後想定される社会環境の変化に対応し、県民の皆さんと将来像を共有し

て福井県のさらなる発展に向けて行動していくため、「福井県長期ビジョン」を策定

します。 

 

 

〔構成と期間〕 

 

第１部 将来構想 
福井県の目指すべき将来像を展望 

（目標年次 ２０４０年） 

第２部 実行プラン 
今後５年間に実行する政策を分野別に具体化 

（計画期間 ２０２０年度～２０２４年度） 

第３部 地域プラン 
県内４地域における政策の方向性等を整理 

（計画期間 ２０２０年度～２０２４年度） 
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２  策定コンセプト ～ 策定過程からの県民参加 ～    

 

将来像の実現のためには、一人ひとりのアクションが重要です。 

 

このため、「みんなで描こう『福井の未来地図』」を策定コンセプトに掲げ、策定の

プロセスから多くの県民の方々に参加していただき、問題意識の共有を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔長期ビジョン推進懇話会の設置〕 

長期ビジョンの方向性や将来像、具体的な政策などに

ついて大きな観点から検討を進めるため、県内外の有識

者や各分野の代表者等からなる「長期ビジョン推進懇話

会」を設置し、議論を進めてきました。 

 

 

 

〔有識者によるセミナーの連続開催〕 

技術革新やＳＤＧｓ、医療・介護制度など、様々な課

題に関する最新の知見を学び、県民と広く共有するため、

各分野の第一人者を招いた公開セミナーをシリーズ開

催してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（長期ビジョン策定コンセプト） 

みんなで描こう「福井の未来地図」 

～次世代のために、今わたしたちができること～ 

長期ビジョン推進懇話会 

第１回「世界文明と福井文化の共生」   進士五十八氏 

第２回「ＡＩ技術で語る福井の未来」   伊本貴士氏 

第３回「創造基盤で未来をつくる」    片木孝治氏 

第４回「ＳＤＧｓによる新たな価値の創造」蟹江憲史氏 

第５回「人生１００年時代の安心ライフ」 遠藤久夫氏 

第６回「文化×エンターテイメント」   ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ﾊｰﾗﾝ氏、進士五十八氏、朝倉由希氏 

第７回「ＡＩ時代に活躍できる人材と育成方法」伊本貴士氏 

第８回「地域の秘密が未来をつくる」   玄田有史氏、宇野重規氏、中村尚史氏 

有識者によるセミナー 

第１部 ２０４０年の将来構想 

 

 

 

 

〔様々な意見交換会の実施〕 

県民から広く意見をお聴きするため、市町別、世代別、分野別など幅広く意見交換

を行いました。また、県民一人ひとりに長期ビジョンについて知っていただき、行動

を起こしてもらう機運を高めるため、出前ワークショップを行ってきました。 

 

市町別意見交換会では、すべての市町において、まちづくり関係者、自治会関係者、

企業経営者、農業者、市町議会議員や市町職員など、年代、性別、職業を問わず様々

な立場の方から、福井県の良いところや課題、望ましい将来像等について、意見をお

聴きしました。 

 

世代別意見交換会は、学生・

若者・子育て世代の３グループ

に分かれ、２日間をかけて行い

ました。１日目はカードゲーム

「ＳＤＧｓ de 地方創生」を通

して持続可能な社会づくりにつ

いて学び、２日目はワークショ 

ップ形式で、目指すべき福井の 

将来像や実現のための方策について、初めてグラフィック・レコーディング※も導入

しながら話し合いました。 

※グラフィック・レコーディング：会議や議論の様子を、文字だけでなく図や絵を用いてリアルタイムに可視化する手法 

 

 

 

 

 

 

     （学生グループ）               （若者グループ）        （子育てグループ） 

 

分野別意見交換会は、各団体の会合や現地訪問など様々な機会を活用して開催し、

産業、医療・福祉、教育など、各分野の現場で活動している方々と意見交換を行いま

した。 

また、県外在住の本県出身者や、県内で活動する県外学生、地域おこし協力隊など

福井を知る県外関係者の方々からも、福井県への期待を込めて意見をいただきました。 

 

このほか、出前ワークショップとして、学校や企業・団体 

を訪問し、皆さんからご意見をお聴きするとともに、目指す 

将来像等について話し合いました。 

 

世代別意見交換会 

出前ワークショップ（中学校） 



- 5 -

 

は
じ
め
に

第１部 ２０４０年の将来構想 

 

 

 

 

〔様々な意見交換会の実施〕 

県民から広く意見をお聴きするため、市町別、世代別、分野別など幅広く意見交換

を行いました。また、県民一人ひとりに長期ビジョンについて知っていただき、行動

を起こしてもらう機運を高めるため、出前ワークショップを行ってきました。 

 

市町別意見交換会では、すべての市町において、まちづくり関係者、自治会関係者、

企業経営者、農業者、市町議会議員や市町職員など、年代、性別、職業を問わず様々

な立場の方から、福井県の良いところや課題、望ましい将来像等について、意見をお

聴きしました。 

 

世代別意見交換会は、学生・

若者・子育て世代の３グループ

に分かれ、２日間をかけて行い

ました。１日目はカードゲーム

「ＳＤＧｓ de 地方創生」を通

して持続可能な社会づくりにつ

いて学び、２日目はワークショ 

ップ形式で、目指すべき福井の 

将来像や実現のための方策について、初めてグラフィック・レコーディング※も導入

しながら話し合いました。 

※グラフィック・レコーディング：会議や議論の様子を、文字だけでなく図や絵を用いてリアルタイムに可視化する手法 

 

 

 

 

 

 

     （学生グループ）               （若者グループ）        （子育てグループ） 

 

分野別意見交換会は、各団体の会合や現地訪問など様々な機会を活用して開催し、

産業、医療・福祉、教育など、各分野の現場で活動している方々と意見交換を行いま

した。 

また、県外在住の本県出身者や、県内で活動する県外学生、地域おこし協力隊など

福井を知る県外関係者の方々からも、福井県への期待を込めて意見をいただきました。 

 

このほか、出前ワークショップとして、学校や企業・団体 

を訪問し、皆さんからご意見をお聴きするとともに、目指す 

将来像等について話し合いました。 

 

世代別意見交換会 

出前ワークショップ（中学校） 



- 6 -

 

は
じ
め
に

第１部 ２０４０年の将来構想 

 

 

 

 

〔「ＦＵＫＵＩ未来トーク」の開催〕 

 都道府県で初めて「地方兼業」を行う都市人材を公募し、 

ビジョンの広報戦略を担う「未来戦略アドバイザー」として 

委嘱しました。 

アドバイザーと企画した「ＦＵＫＵＩ未来トーク」を開催 

し、学生や若者、子育て世代などのグループが、将来像の実 

現に向けた今後の活動について話し合い、一人ひとりの「私 

のアクション」を発表しました。 

 

〔県民アンケートの実施〕 

県民の皆さんを対象として、無作為抽出による県民アンケートも実施し、２,５０４

名から回答をいただきました。全体の８２％の方が「福井県で暮らしてきてよかった」

と回答し、県民が現在のくらしにおおむね満足していることが分かりました。 

 

〔フェイスブックページの開設〕 

専用フェイスブックページを開設し、懇話会や出前講座、連続セミナーを動画配信

するなど、策定過程の情報発信にも努めてきました。 

 

策定過程に参加いただいた皆さんは、延べ５,０００名を超えました（県民アンケー

ト含む）。多くの方々の参加により策定した長期ビジョンを共通の行動指針とし、県、

市町、企業・団体、そして県民一人ひとりがプレイヤーとなり、実現に向けてともに

行動していきます。 

 

 

 

未来トーク（子育て世代） 

意見交換会等におけるワークシート① 意見交換会等におけるワークシート② 


